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報

告
台
湾
に
於
け
る
対
外
国
人
中
国
語
教
育
を
通
し
て

「
注
音
符
號
」
と
台
湾
国
語

横

山

裕

は
じ
め
に

　
本
報
告
は
平
成
五
年
三
月
よ
り
台
湾
で
中
国
語
習
得
の
機
会
を
得
た
筆
者
の
直
接
的
経
験
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
学
部
教
養

過
程
で
中
国
語
を
選
択
し
、
そ
の
学
習
経
験
の
延
長
線
上
に
こ
の
台
湾
で
の
中
国
語
学
習
を
位
置
づ
け
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
台
湾

で
中
国
語
授
業
に
参
加
す
る
と
、
す
ぐ
台
湾
で
の
学
習
は
そ
の
ま
ま
日
本
で
の
学
習
の
延
長
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
気
付
か

さ
れ
た
。
そ
れ
は
日
本
国
内
か
台
湾
か
と
い
う
授
業
が
行
わ
れ
る
位
置
的
な
違
い
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
学
習
対
象
と
な
る
中
国

語
の
違
い
に
起
因
す
る
。
つ
ま
り
、
教
養
過
程
で
学
習
し
た
中
国
語
が
中
華
人
民
共
和
国
（
以
下
中
国
）
の
普
通
話
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
台
湾
で
学
習
対
象
と
な
る
中
国
語
は
中
華
民
国
の
国
語
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
筆
者
の
如
く
普
通
話
の
学
習
後
、

国
語
の
学
習
に
当
た
っ
た
者
は
、
両
中
国
語
の
ズ
レ
（
発
音
、
声
調
、
意
味
等
）
に
戸
惑
い
を
覚
え
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
の
中
で
マ
イ

ナ
ス
面
だ
け
で
は
な
く
学
習
方
法
と
し
て
新
た
な
る
感
動
に
も
似
た
プ
ラ
ス
面
の
発
見
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
報
告
で
は
、
日
本
で
普
通

話
学
習
の
経
験
を
持
つ
者
が
留
学
先
と
し
て
台
湾
を
選
び
、
国
語
学
習
を
通
じ
て
中
国
語
の
研
鑛
を
積
む
場
合
の
星
点
及
び
問
題
点
に
つ

い
て
論
じ
た
い
。
た
だ
、
始
め
に
台
湾
留
学
の
情
報
は
中
国
へ
の
留
学
ほ
ど
周
知
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
ま
ず
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た

い
。

一
9
0［



　
台
湾
の
大
学
へ
正
規
の
学
生
と
し
て
学
位
取
得
を
目
標
と
せ
ず
、
半
年
～
二
年
の
期
間
で
中
国
語
の
習
得
を
目
標
と
す
る
と
き
、
大
学

間
で
取
り
決
め
た
交
換
留
学
生
以
外
で
は
教
育
部
認
定
の
中
国
語
学
校
に
籍
を
置
く
方
法
し
か
な
い
。
現
在
、
台
湾
大
学
、
師
範
大
学
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

輔
仁
大
学
、
逢
甲
大
学
、
東
海
大
学
、
成
功
大
学
が
大
学
の
別
組
織
と
し
て
、
ま
た
国
語
日
報
が
中
国
語
学
校
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
中

で
規
模
が
大
き
く
歴
史
を
有
す
る
の
は
、
国
立
台
湾
師
範
大
学
国
語
教
学
中
心
（
以
下
国
語
中
心
）
、
国
語
日
報
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
以

外
に
日
本
企
業
の
語
学
研
修
生
の
主
要
派
遣
先
に
な
っ
て
い
る
中
華
語
文
研
習
所
（
↓
巴
b
①
一
U
8
σ
q
爵
α
Q
Φ
臣
ω
鉱
梓
葺
Φ
’
以
下
T
L
I
）
も

有
名
で
あ
る
。

　
国
語
中
心
は
、
約
千
五
百
名
（
七
月
現
在
）
学
生
が
在
籍
し
、
内
訳
は
韓
国
籍
4
0
％
日
籍
3
0
％
欧
米
系
（
華
僑
を
含
む
）
2
0
％
そ
の
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

1
0
唐
ﾅ
あ
る
。
生
徒
数
が
他
校
よ
り
群
を
抜
い
て
多
い
の
は
、
在
校
四
ヵ
月
後
に
居
留
ビ
ザ
を
取
得
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
他
校
は
二
ヵ

月
の
停
留
ビ
ザ
の
二
回
延
長
の
あ
と
、
一
度
台
湾
外
に
出
て
再
度
停
留
ビ
ザ
を
取
得
し
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
居
留
ビ
ザ
を
取
得
す

る
と
そ
の
必
要
は
な
い
。
従
っ
て
、
お
も
に
T
L
I
で
語
学
研
修
を
し
て
い
る
日
本
の
企
業
研
修
生
も
国
語
中
心
に
籍
を
置
い
て
い
る
。

　
授
業
時
間
は
国
語
中
心
は
一
日
二
時
間
、
週
五
日
で
三
カ
月
を
基
本
的
な
一
学
期
と
す
る
。
こ
れ
以
下
だ
と
ビ
ザ
の
延
長
が
出
来
な
い
。

国
語
日
報
、
T
L
I
は
時
間
数
を
自
分
で
決
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
テ
キ
ス
ト
は
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
3
0
種
類
程
あ
る
が
各
校
ほ
ぼ
共
通
で

あ
る
た
め
、
ど
の
学
校
で
も
初
対
面
の
先
生
に
は
決
ま
っ
て
ど
の
教
科
書
が
学
習
済
か
を
質
問
さ
れ
る
。

　
一
ク
ラ
ス
の
人
数
は
国
語
中
心
、
国
語
日
報
は
3
～
5
人
、
T
L
I
は
個
人
授
業
が
中
心
で
あ
る
。
授
業
経
営
は
ど
こ
も
す
べ
て
教
師

に
ま
か
せ
ら
れ
て
お
り
、
学
校
全
体
で
統
一
は
と
れ
て
お
ら
ず
同
一
テ
キ
ス
ト
で
も
進
度
、
授
業
内
容
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。

　
筆
者
は
中
国
哲
学
史
を
専
門
と
す
る
の
で
一
定
の
レ
ベ
ル
到
達
後
、
専
門
に
関
す
る
中
国
語
の
学
習
を
望
ん
だ
が
、
希
望
者
が
少
な
く

開
講
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
所
謂
商
業
中
国
語
は
あ
ら
ゆ
る
授
業
が
開
講
さ
れ
て
お
り
需
要
の
違
い
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
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二

　
留
学
先
と
し
て
の
台
湾
の
利
点
は
、
生
活
環
境
が
日
本
と
大
差
無
い
こ
と
、
親
日
的
な
人
が
多
い
こ
と
、
ま
た
中
国
哲
学
史
を
研
究
す

る
も
の
に
と
っ
て
見
慣
れ
た
旧
字
体
（
繁
体
字
・
台
湾
で
は
正
体
字
）
で
あ
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
な
に
よ
り
純
粋
に
中
国
語
習

得
の
上
で
最
大
の
プ
ラ
ス
面
は
「
注
音
符
號
」
に
よ
る
発
音
表
記
で
あ
る
。

　
「
注
音
符
號
」
は
清
末
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
教
育
の
普
及
を
目
的
と
す
る
文
字
改
革
「
悪
字
運
動
」
が
中
華
民
国
に
引
き
継
が
れ
て
、

民
国
七
年
に
「
注
音
字
母
」
と
し
て
教
育
部
よ
り
正
式
公
布
さ
れ
、
そ
の
後
幾
つ
か
改
良
が
加
え
ら
れ
民
国
十
九
年
「
注
音
符
號
」
と
名

称
が
改
め
ら
れ
た
一
種
の
発
音
記
号
で
あ
る
。
特
に
中
華
民
国
政
府
が
台
湾
に
渡
っ
て
後
は
国
語
推
行
教
育
の
中
心
手
段
と
し
て
広
く
用

い
ら
れ
、
現
在
の
台
湾
で
は
中
国
人
、
外
国
人
を
問
わ
ず
中
国
語
教
育
と
は
不
可
分
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
注
音
符
號
」
は
、
古
文
贈
号
を
も
と
に
作
ら
れ
て
お
り
声
母
、
介
母
、
韻
母
か
ら
な
る
。
現
在
常
用
さ
れ
る
閏
注
音
符
號
」
は
次
の

通
り
で
あ
る
。

声
母
二
十
一
個

う
…
（
包
）
布
交
切

力
…
（
刀
）
都
螢
切

《
…
（
潜
）
古
外
切

く
…
（
吠
）
苦
郡
切

　
…
（
　
）
式
而
切

ム
…
（
私
）
相
姿
切

介
母
　
三
個

一
…
（
一
）
於
悉
切

韻
母
　
十
三
個

Y
…
（
Y
）
於
加
切

（
　
）
内
は
モ
デ
ル
字

」
又
…
（
支
）
語
末
切

去
…
（
突
）
他
書
切

回
v
…
（
石
）
苦
浩
切

T
…
（
下
）
胡
締
切

四
…
（
日
）
人
質
切

口
・
　
（
幕
）
莫
粒
切

乃
・
　
（
乃
）
奴
亥
切

π
・
　
（
π
）
呼
旱
切

坐
・
　
（
之
）
真
而
切

口
・
　
（
節
）
子
結
切

×
・
　
（
五
）
疑
古
切
　
口
・
　
（
口
）
丘
魚
切

［
・

カ
・q

・
∠
イ
・

L
ラ
・

（
匡
）
府
良
切

（
力
）
痴
言
切

（
糾
）
居
尤
切

（
そ
）
丑
亦
切

（
七
）
親
署
切

ご
・
　
（
呵
）
虎
読
切
　
・
ご
…
こ
の
符
號
は
民
国
七
年
の
制
定
当
時
は
な
く
、
ご
と
せ
に
指
摘
さ
れ
た
表
音
上
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の
欠
陥
を
改
め
る
べ
く
民
国
九
年
に
新
た
に
「
注
音
符
號
」
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
漢
語
排
音
方
案
」
で
の
〔
e
〕
に
あ
た
る
。

　
せ
…
（
也
）
三
者
切
　
分
…
（
亥
）
胡
改
切
　
へ
…
（
へ
）
福
寿
切
　
名
…
（
ム
）
於
尭
切

　
ヌ
…
（
又
）
干
救
切
　
ヲ
…
（
弓
）
乎
量
切
　
ラ
…
（
隠
）
扁
螺
切
　
尤
…
（
旭
）
福
光
切

　
ム
…
（
肱
）
古
亮
切
　
北
…
（
人
）
而
隣
切

　
民
国
十
一
年
に
声
調
記
号
が
現
行
の
も
の
に
決
め
ら
れ
（
一
声
、
無
し
　
二
声
、
／
　
泣
声
、
ゾ
　
四
声
、
＼
雨
声
、
・
）
さ
ら
に
、

二
十
年
に
声
調
記
号
が
各
単
語
に
付
け
ら
れ
た
記
号
の
最
後
に
位
置
す
る
符
號
の
右
上
に
付
け
る
（
軽
骨
は
記
号
の
前
）
こ
と
で
統
一
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ

れ
た
。
例
え
ば
、
阿
は
Y
陳
は
そ
ヴ
点
ば
匁
ヲ
向
は
工
尤
　
好
的
は
反
・
力
さ
と
な
る
。
日
本
の
振
り
仮
名
を
想
起
さ
せ
る
が
、

「
注
音
符
號
」
は
実
際
に
そ
の
制
定
過
程
で
仮
名
を
参
考
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
　
「
注
音
符
號
」
を
使
用
し
た
中
国
語
教
育
の
優
点
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
言
え
ば
、
発
音
習
得
に
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
ロ
ー

マ
字
表
記
で
な
い
点
に
あ
る
。
日
本
で
中
国
語
教
育
に
従
事
す
る
学
者
か
ら
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
人
の
中
国
語
学
習
者

は
「
漢
語
排
音
方
案
」
の
ロ
ー
マ
字
表
記
を
い
わ
ば
日
本
的
ロ
ー
マ
字
感
覚
で
認
識
し
、
発
音
が
不
正
確
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
一
方
、

「
注
音
符
號
」
は
そ
う
い
っ
た
先
入
感
覚
と
は
無
縁
で
あ
る
た
め
、
各
符
號
（
計
三
十
七
個
）
さ
え
正
確
に
発
音
を
体
得
す
れ
ば
全
て
の

漢
字
の
正
確
な
発
音
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
　
「
漢
語
掛
音
方
案
」
で
は
そ
の
表
記
法
上
に
出
現
し
な
い
音
が
あ
る
。
勿
論
、
そ
れ
が
規

則
な
の
だ
か
ら
そ
れ
を
理
解
し
な
い
の
は
学
習
者
の
怠
惰
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
が
、
学
習
上
の
便
宜
と
い
う
視
点
で
見
れ
ば
「
漢
語
排

音
方
案
」
の
欠
点
と
も
い
え
る
。
　
「
漢
語
排
音
方
案
」
を
使
用
し
た
た
め
に
生
じ
る
問
題
点
を
「
注
音
符
號
」
で
解
決
で
き
る
顕
著
な
例

を
幾
つ
か
挙
げ
て
み
た
い
。

①
y
及
び
W
が
頭
に
あ
る
も
の
を
ロ
ー
マ
訂
す
る
問
題
。
例
え
ば
、
く
ρ
冨
ρ
く
○
β
を
エ
、
ヤ
オ
、
ヨ
ウ
と
、
窯
p
零
9
零
丁

　
　
を
ワ
、
ヲ
、
ワ
イ
と
読
む
こ
と
。
こ
れ
は
y
及
び
W
が
「
昌
》
冒
］
と
意
識
さ
れ
に
く
い
か
ら
で
あ
る
。
　
■
注
音
符
號
」
で
は
y
、

　
　
W
は
嘱
①
↓
吾
　
妻
ロ
↓
×
Y
と
必
ず
一
、
×
で
表
記
さ
れ
る
。

　
②
e
の
区
別
の
問
題
。
例
え
ば
、
山
ρ
什
ρ
器
と
鎌
ρ
江
ρ
巳
Φ
で
は
表
記
上
は
と
も
に
e
で
あ
る
が
発
音
上
は
［
Φ
］
矯
［
⑪
］

　
　
と
異
な
っ
た
音
で
あ
る
。
　
「
注
音
符
號
」
で
は
［
Φ
］
↓
＋
c
［
⑪
U
↓
せ
と
必
ず
異
な
る
符
號
で
表
記
さ
れ
る
。

③
u
に
つ
い
て
。
例
え
ば
、
冒
｝
ρ
F
×
ρ
と
讐
矯
犀
～
巨
も
表
記
上
は
と
も
に
u
で
あ
る
が
、
発
音
上
は
［
自
」
冒
］
と
異
な
つ
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た
音
で
あ
る
。
　
「
注
音
符
號
」
で
は
冒
］
↓
口
冒
］
↓
×
と
な
り
完
全
に
区
別
さ
れ
る
。

④
［
δ
危
冒
Φ
昌
が
前
に
母
声
を
も
つ
と
き
は
そ
れ
ぞ
れ
［
。
］
［
Φ
」
の
音
が
表
記
上
に
現
れ
な
い
。
例
え
ば
、
旨
F
9
戸
×
言

　
　
及
び
似
9
叶
巳
》
α
Q
三
と
な
り
ジ
ウ
、
チ
ュ
ウ
、
シ
ュ
ウ
及
び
ド
ゥ
イ
、
ト
ゥ
イ
、
ク
イ
と
発
音
さ
れ
か
ね
な
い
。
　
「
注
音
符
號
」

　
　
で
は
ロ
。
仁
」
日
①
昌
は
一
ヌ
、
×
へ
と
表
記
さ
れ
ヌ
↓
［
○
仁
］
へ
↓
［
Φ
昌
の
表
音
符
號
で
あ
る
か
ら
［
o
］
［
Φ
］
の
音
が
欠
落

　
　
す
る
こ
と
は
な
い
。

　
⑤
冒
①
邑
冒
邑
が
前
に
母
声
を
も
つ
と
き
は
、
例
え
ば
自
建
仁
P
口
§
及
び
冒
P
ρ
仁
P
×
目
の
如
く
表
記
さ
れ
る
が
、

　
　
こ
れ
だ
と
③
で
指
摘
し
た
よ
う
に
［
o
］
と
［
豊
の
区
別
が
表
記
上
に
現
れ
な
い
。
さ
ら
に
両
者
は
共
通
し
て
［
①
］
の
音
が
表
記

　
　
上
か
ら
欠
落
し
て
い
る
。
　
「
注
音
符
號
」
で
は
「
信
Φ
昌
］
↓
×
，
フ
［
⇔
目
］
↓
口
、
フ
と
表
記
さ
れ
、
例
え
ば
側
。
⇒
↓
力
×
’
フ
　
冒
コ

　
　
↓
q
口
・
フ
と
な
り
、
　
冒
」
と
［
邑
の
区
別
も
［
Φ
］
の
音
も
符
欝
血
に
現
れ
る
。
　
「
漢
語
排
音
方
案
」
で
冒
］
や
［
Φ
」
の
音
が

　
　
表
記
上
に
出
て
こ
な
い
欠
点
は
ロ
。
昌
σ
q
］
や
［
o
⇒
α
q
］
に
も
当
て
は
ま
る
。
こ
れ
ら
は
表
記
上
に
。
を
有
す
る
が
そ
の
実
は
け
っ
し

　
　
て
「
オ
」
で
は
な
い
。
　
「
注
音
符
號
」
で
は
ロ
○
口
α
q
」
↓
一
ム
［
○
嵩
σ
q
］
↓
×
ム
と
な
り
明
確
に
表
記
さ
れ
、
　
「
オ
」
と
い
う
誤
解

　
　
は
生
じ
な
い
。

　
以
上
の
如
く
、
　
「
注
音
符
號
」
は
発
音
表
記
に
関
し
て
「
漢
語
早
早
方
案
」
よ
り
も
遙
か
に
優
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、
日

本
に
お
け
る
中
国
語
教
育
に
於
て
も
確
か
に
普
通
話
と
国
語
の
差
は
あ
る
が
、
発
音
指
導
で
「
注
音
符
號
」
は
活
用
さ
れ
る
べ
き
価
値
が

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

十
分
に
あ
る
と
思
う
。
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三

　
次
に
台
湾
に
於
け
る
中
国
語
習
得
上
気
に
な
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
台
湾
国
語
と
普
通
話
の
差
異
で
あ
る
。
国
語
は
本
来
、

主
に
北
京
官
話
を
も
と
に
制
定
さ
れ
た
も
の
だ
が
台
湾
で
推
行
さ
れ
使
用
さ
れ
て
い
く
う
ち
に
、
台
湾
語
の
影
響
を
受
け
変
化
し
た
。
こ

れ
を
台
湾
で
は
台
湾
国
語
と
言
う
。
中
国
語
学
校
で
は
国
語
を
標
準
と
し
台
湾
国
語
は
不
標
準
と
す
る
が
、
学
校
外
で
は
殆
ど
と
い
っ
て

い
い
ほ
ど
圧
倒
的
に
台
湾
国
語
が
主
流
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
校
外
の
実
戦
練
習
で
多
く
の
留
学
生
は
戸
惑
う
こ
と
に
な
る
。
台
湾
の
中
国



語
（
国
語
及
び
台
湾
国
語
）
と
普
通
話
と
の
差
異
を
発
音
、
声
調
、
意
味
の
三
点
か
ら
紹
介
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
発
音
で
あ
る
が
、
先
述
の
如
く
台
湾
国
語
は
閲
出
語
系
に
属
す
る
台
湾
語
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
お
り
以
下
三
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

ω
　
翅
舌
音
N
貫
。
貫
の
貫
同
が
あ
ま
り
舌
を
巻
か
ず
、
N
戸
。
互
ω
け
は
斜
o
P
。
・
一
と
N
は
N
一
も
し
く
は
旨
と
区
別
が
つ
き
に
く
い
。

例
え
ば
四
と
十
は
と
も
に
巴
と
発
音
さ
れ
声
調
で
聞
き
分
け
る
し
か
な
い
。
②
　
唇
歯
音
f
が
日
本
語
と
同
じ
く
下
唇
が
噛
ま
れ
な
い

た
め
、
と
き
に
舌
根
音
の
h
と
聞
き
分
け
に
く
い
。
例
え
ば
、
会
話
と
廃
話
、
発
と
花
霞
。
㈹
　
戯
口
呼
の
山
の
音
が
な
く
旨
と
あ
ま
り

区
別
が
な
い
。
こ
れ
は
一
の
音
と
関
係
す
る
の
で
生
活
上
本
当
に
紛
ら
わ
し
い
。
例
え
ば
、
一
塊
と
愉
快
、
一
次
と
魚
昇
等
。
た
だ
、
聞

き
慣
れ
る
と
状
況
か
ら
単
語
の
識
別
が
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　
次
に
、
声
調
の
問
題
で
あ
る
が
こ
れ
は
普
通
話
と
の
差
異
で
あ
る
。
日
本
で
出
版
さ
れ
る
中
国
語
の
辞
書
は
普
通
話
を
基
準
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
台
湾
の
教
師
と
し
ば
し
ば
討
論
の
材
料
に
な
る
。
授
業
中
に
台
湾
の
教
師
に
誤
り
だ
と
指
摘
さ
れ
、
そ
の
実
、
日
本
の
辞

書
（
中
日
大
辞
典
・
大
修
館
書
店
）
と
違
っ
て
い
た
例
を
挙
げ
て
み
た
い
。
　
例
（
国
語
）
（
普
通
語
）

　
成
績
（
o
げ
曾
σ
Q
旨
）
（
。
げ
Φ
渉
σ
q
U
岡
）
　
危
険
（
芝
ひ
酵
猷
昌
）
（
毛
働
×
猷
⇒
）
　
常
識
（
o
げ
曾
σ
q
。
。
窯
）
（
o
ず
p
昌
σ
Q
。
・
匡
）
　
品
質
（
宮
嵩
眩
）

（
b
ぎ
N
ぼ
）
　
寂
箕
（
留
日
α
）
（
凶
日
。
．
）
　
突
然
（
碁
感
コ
）
（
葛
鼠
昌
）
　
研
究
（
忍
昌
旨
⇔
）
（
愚
且
一
⇔
）
　
法
国
（
砂
σ
q
o
ひ
）
（
欲
σ
Q
自
ひ
）
　
可
惜

（
閑
α
臥
）
（
馬
首
）
　
古
跡
（
α
q
忌
一
）
（
讐
巳
　
建
築
（
一
襲
コ
N
げ
⇔
）
（
U
跡
目
N
げ
⇔
）
　
鞠
躬
（
誉
α
q
α
昌
σ
q
）
（
葛
σ
q
o
－
鵠
σ
q
）
　
曙
（
。
。
げ
ρ
）
（
ω
げ
⇔
）

　
こ
の
他
に
例
え
ば
位
坂
（
δ
。
。
0
）
（
画
期
）
の
如
く
発
音
そ
の
も
の
が
異
な
る
も
の
も
あ
る
。
勿
論
、
こ
れ
ら
は
一
方
が
標
準
で
一
方
が

不
標
準
と
い
う
も
の
で
は
な
く
単
に
国
語
と
普
通
話
の
違
い
で
あ
る
。
た
だ
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
討
論
は
、
時
に
政
治
性
を
帯
び
て
く
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　
最
後
に
意
味
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
用
語
の
使
用
習
慣
が
違
う
ぐ
ら
い
で
慣
れ
れ
ば
問
題
な
い
。
例
え
ば
、
台
湾
で
は
「
説
」
「
明
白
」

よ
り
「
講
」
「
憧
」
が
常
用
さ
れ
、
　
「
愛
人
」
は
日
本
語
と
同
じ
意
味
に
な
る
の
で
「
太
太
」
が
用
い
ら
れ
る
等
。
こ
れ
ら
は
辞
書
で
間

に
合
う
が
台
湾
国
語
に
な
る
と
辞
書
が
役
に
立
た
ず
厄
介
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
語
が
語
源
の
も
の
も
あ
り
親
し
み
も
感
じ
る
。
よ
く

使
わ
れ
る
台
湾
国
語
の
例
を
挙
げ
て
お
く
。

　
塞
車
…
渋
滞
　
載
…
人
を
送
る
　
三
八
…
お
て
ん
ば
　
瓢
車
…
暴
走
　
曉
課
…
授
業
を
さ
ぼ
る
　
休
間
活
動
…
レ
ジ
ャ
ー
　
採

狂
…
半
狂
乱
　
芭
楽
票
…
空
手
形
　
牽
手
…
配
偶
者
　
大
寄
大
…
携
帯
電
話
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日
本
語
が
語
源
の
も
の
は
、
日
本
語
↓
台
湾
語
↓
国
語
と
伝
わ
っ
た
語
が
大
部
分
で
あ
る
。
例
え
ば
、
甜
不
辣
…
て
ん
ぷ
ら
　
耳

輪
…
お
で
ん
　
便
当
…
弁
当
　
運
将
…
運
転
手
　
欧
巴
桑
…
お
ば
さ
ん
　
等
。
勿
論
、
甜
不
辣
も
埴
輪
も
そ
の
も
の
は
日
本
の
と
似

て
非
な
る
物
で
あ
る
。
そ
の
他
外
来
語
（
台
湾
英
語
も
含
む
）
を
語
源
に
す
る
も
の
に
は
、
T
憧
…
T
シ
ャ
ツ
　
K
書
…
貸
し
勉
強
部

屋
　
酷
…
o
O
9
　
秀
…
ω
げ
○
妻
　
罵
言
…
。
・
げ
○
『
共
馬
鹿
に
な
る
）
等
。
最
後
の
秀
逗
は
英
語
↓
日
本
語
↓
台
湾
語
↓
国
語
と
伝
わ
っ

た
も
の
で
台
湾
和
製
英
語
と
言
え
よ
う
か
。

　
社
会
の
発
達
及
び
西
洋
指
向
が
強
ま
る
と
も
に
国
語
の
新
語
彙
は
増
加
す
る
一
方
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
普
通
語
と
の
差
異
の
拡
大
に
つ

な
が
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
中
国
、
台
湾
関
係
次
第
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　
台
湾
で
国
語
を
、
中
国
で
普
通
語
を
習
得
し
て
も
現
在
で
は
多
少
の
差
は
あ
る
が
中
国
語
を
習
得
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ど
ち
ら
が
よ
い

と
は
一
概
に
は
言
え
な
い
。
た
だ
、
・
発
音
学
習
に
お
い
て
は
「
注
音
符
號
」
が
、
中
国
古
典
を
読
む
に
お
い
て
は
繁
体
字
の
中
国
語
が
効

率
的
で
あ
り
、
こ
の
点
に
於
い
て
台
湾
で
の
中
国
語
習
得
は
有
利
で
あ
る
。
言
語
環
境
的
に
は
台
湾
国
語
や
台
湾
語
そ
の
も
の
が
気
に
な

る
も
の
の
、
こ
れ
は
ど
こ
に
留
学
し
て
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
同
じ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
標
準
の
中
国
語
を
学
ぶ
こ
と
が
勿
論
第
一
目
標
で

あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
、
台
湾
国
語
や
台
湾
語
等
の
現
地
生
活
に
根
ざ
し
た
日
本
で
は
学
べ
な
い
言
葉
を
そ
の
文
化
と
も
ど
も
理
解
習
得

す
る
こ
と
も
言
語
留
学
の
大
切
な
学
習
目
標
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
が
台
湾
留
学
で
の
実
感
で
あ
る
。
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〔
注
〕

（
1
）
　
国
語
日
報
は
新
聞
も
発
行
す
る
出
版
社
で
あ
り
、
国
語
推
行
の
中
心
的
存
在
の
一
つ
で
あ
る
。

（
2
）
　
ビ
ザ
に
つ
い
て
は
度
々
法
改
正
が
あ
る
の
で
く
れ
ぐ
れ
も
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
3
）
　
「
注
音
符
號
」
の
発
音
表
記
上
の
有
効
性
に
言
及
す
る
論
文
と
し
て
、
明
木
茂
夫
氏
「
現
代
中
国
語
の
各
種
音
声
表
記
法
に
つ
い
て
一
そ
の
中
国

　
語
授
業
の
発
音
指
導
へ
の
応
用
」
（
中
国
文
学
論
集
第
2
0
号
）
が
あ
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
　
そ
の
他
台
湾
国
語
の
特
徴
と
し
て
児
化
と
軽
声
が
少
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。


